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サッカー競技において, 選手が選択するプレー

としてはパス, シュート, トラップ, ドリブル,

ヘディングなどの技術があり, その中でもパスや

シュートといったキックが主要な技術として挙げ

られる.

また, サッカーの試合中において最もよく使わ

れる技術は, ボールをコントロールすることと,

パスすることである. 選手がボールを持っている

時は味方にパスしようとし, それ以外ではドリブ

ルをするか, ボールと一緒に走る (��������������：ボールをスピードに乗った状態でコントロー
ルし素早く運ぶ方法) か, シュートするかである.

だからこそ, 選手は高い水準のキックの技術を持

つことが重要である.

このキックの技術において, インサイドキック

(足の内側, 土踏まずの側面でボールを押し出す

ように蹴るキック) は短距離, 中距離のパスや狙

いすましたシュートなど, 試合中に高い頻度で用

いられる. そのため, このインサイドキックを正

確に行うことは, サッカーの試合を優位に進める

ために重要である.

インサイドキックとは ｢足首を固定し, 靴の側

面でボールを押し出すように蹴る. また, ボール

を蹴る際にはボールをよく見ること｣ である１).

しかしながら, サッカーにはそのボールを受ける

選手が必要である. パスを受ける選手を探し, パ
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スを出せるコースを探すためには, 広いピッチを

見渡し, その中で適切なパスコースを探さなくて

はならない. 前田５) は ｢ただ漠然とパスを送る

のではなく, パスの受け手の状況を探らなくては

ならない. どちらに敵がいるのか, どちらの足に

ボールを出したら有利なのか, どのスピードで,

どのスペースへ出せばよいのか, 見て判断してパ

スをしなければならない.｣ と述べている. その

ためには, 試合中において良い状況判断を行わな

ければならない. 良い状況判断を行うためには,

アイディア・戦術的理解・周囲からのコーチン

グ, そして特に広い視野が必要であると言われて

いる７). しかし, サッカーの指導の現場において

広い視野を持つことが大切であると言われるが,

サッカー選手の視野に関する報告は少ない. ゴー

ルキーパーの注視点に関する報告４) や, 主観的

な視線の方向を指示し, ボール注視や目標を注視

するなどといった条件下においてインサイドキッ

クの正確性を見る８) といったものなどがあるが,

インサイドキック時の注視点を調査したものは見

当たらなかった. 塚本ら��) によるとサッカー選
手は定期的に運動をしていない者と比べ, 動体視

力, 深視力, ���動体視力が優れているという
報告がなされている. サッカーでは敵・味方・ボー

ルは常に動いているので, それらの動いているも

のを観て, それに応じ動作を行うことが必要であ

る.

そこで本研究は, 男子大学サッカー選手を対象

にインサイドキック時及びその前のプレーヤーの

注視点を測定し, インサイドキックの正確性と注

視点との関係を明らかにすることを目的とした.�����������
被験者は, 競技力の異なる眼疾患のない健常な

男子大学サッカー選手��名とし, 大学のトップチー
ムに所属しているメンバー５名をＡ群, トップチー

ムの下のカテゴリーであるＢチームに所属してい

るメンバー５名をＢ群とした. メンバー��名の身
体的特徴を表１に示した. また, 被験者の利き足

は全員右足であった.������
実験場所はフローリングの体育館を使用し, 使

用するボールは大学サッカーの公式試合球である

５号ボール (��������：������社製) を用い
た. また, 全てのボールの空気圧は実験場所にて���気圧 (��������) に設定した.
実験の配置状況を図１に示した. 被験者の動け

るエリアは����四方の正方形の中とし, その正
方形の目標側の辺の中心から右に����, 目標側
に����のところにスタート位置を設定した. 被
験者から�����の距離にカラーコーン (底辺：�����, 高さ：�����) で目標となる幅����のゲー
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－�－ 図１ 実験配置状況

表１ 被験者の身体的特徴

年齢(歳) 身長(㎝) 体重(㎏) サッカー歴(年)

Ａ群 ����±���������±��������±���� ����±����
Ｂ群 ����±���������±��������±���� ����±����



トを３つ作成し, そのゲートの間隔は����とし
た. また, そのゲートの先にボールを受ける者

(以下目標者) が待機するようにした.

実験の開始は, 被験者の右斜め���のスタート
地点から被験者に向けて転がしたボールが, スター

ト地点のマークを越えた時とした. ボールが転が

り始めたと同時に, 目標者は３つのゲートのうち

１つをランダムに選択してそのゲートへ移動し,

被験者は目標者の動きを確認し, 目標者が移動し

たゲートを狙ってインサイドキックを行った.

被験者には注視点を明らかにするために頭部に

アイマークレコーダー (����������社製) を装
着し, 視野角���度・両眼����にて注視点・注視
点移動を記録した. 被験者が行う試行は, 右足で��試行, 左足で��試行の計��試行とした. ボール
がゲートの内側を通過した場合は成功, ボールが

ゲートの外, もしくはコーンに当たった場合は失

敗とした.������
アイマークレコーダーにて得られた注視点・注

視点移動の映像をパーソナルコンピュータに取り

込み, １秒間��コマでコマ送り再生を行いながら
データを収集した. データ化した項目は, ボール

がスタート地点のマークを通過した時 (�����：以
下��), 被験者の注視点がボールから離れ移動を
開始した時 (�����������������：以下��), 被
験者の注視点が目標者を見始めた時 (��������：
以下���), 被験者の注視点が目標者から離れる
時 (���������：以下���), 被験者の注視点が目
標者から移動し, ボールを見る直前 (�����������：以下��), 被験者がボールを蹴る瞬間 (��������：以下��) とした. また, 得られたデータは��進法で記録されているため, ������������������������を用いて��進法に変換し, 小数点第３
位 (第４位以下は四捨五入) まで記録した. また,

１試行毎に, 目標者が移動した場所, 試行の成否

をノートに記録した.

������� 被験者のインサイドキック時の注視点移動に

ついて

インサイドキック時の注視点を計測し, その注

視点が移動する軌道を明らかにしてタイプ別に分

類し, Ａ群, Ｂ群の間で比較検討した.� 被験者の注視点について

１) 被験者が目標を注視していた時間

被験者の注視点が目標を捕らえていた時間

を示すもので ���と ���の差によって求
めた.

２) 被験者がボールを蹴る前にボールを注視し

ていた時間

被験者の注視点が目標者を見た後に再びボー

ルに戻ってきてからボールを蹴るまでの時間

を示したもので��と��の差によって求め
た.

３) ボールが出されてから被験者が蹴るまでの

時間

ボールがスタート地点を越えてから被験者

がボールを蹴るまでの時間を示したもので��と��の差によって求めた.
以上の３つの被験者の注視点が捕らえてい

た時間から, Ａ群, Ｂ群の間で比較検討した.� 成功率について

被験者のキックしたボールが成功した場合と失

敗した場合に分け, ｢�被験者のインサイドキッ
ク時の注視点移動について｣ で分類されたタイプ

別で成功率を算出し, Ａ群, Ｂ群の間で全試行と

それぞれのタイプで比較検討した.������
Ａ群, Ｂ群の間の差には独立�検定を用いて
有意差を求め, 有意確率は������にて有意と判定
した. また, �被験者の注視点について, 及び�
成功率の項目ではＡ群, Ｂ群のそれぞれのタイプ

間で, �被験者の視点についてのそれぞれのタイ
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プで全試行時と成功時の間で対応�検定を用い
て有意差を求め, 有意確率は������にて有意と判
定した.���������������������������������
インサイドキック時の注視点の移動は, 主に,

ボールを観て, 来る角度とスピードを確認し, パ

スを出す先になる目標者の動きを捕らえて出す方

向を定め, キックのインパクトの瞬間に備えるた

めに再びボールへ戻ってくる. という流れであっ

た. また, すべての試行においてＡ群Ｂ群ともに

キックのインパクトの瞬間には注視点がボールに

戻ってきていた. これは, サッカーの指導書で

｢キックのインパクトの瞬間はしっかりボールを

目でとらえる｣���) と言われている通りであった.
ボールがスタート地点を越えてから蹴る瞬間ま

での注視点の移動は, 実験から２つのタイプに分

けることができた.

○タイプⅠ：目標者とパスを出す方向を見るタ

イプ

ボール→目標者→ゲート→ボール

○タイプⅡ：目標者のみを見るタイプ

ボール→目標者→ボール

この２つのタイプの違いはボールから注視点が

移動し, 目標者を見るところまでは同じであるが,

目標者を観た後にボールを出す方向となるゲート

を観たかどうかであった. タイプⅠはボールを観

た後に, 注視点がボールから目標者のほうへ移動

し, その後, パスを出す方向となるゲートのほう

へ向いた. そして, ゲートからボールへと注視点

が戻り, 最後はボールを注視してインサイドキッ

クのインパクトの瞬間に備えていた.

対してタイプⅡは, ボールを観た後に注視点が

目標者へ移動するが, 目標者を捕らえた後にボー

ルへ戻り, インサイドキックのインパクトの瞬間

に備えていた. これは, タイプⅠが目標者の動き

を観て, 目標者の移動するゲートを観るのに対し,

タイプⅡは目標者が動き出したことで, その動き

から目標者の移動するゲートを予測し, インサイ

ドキックを行っていた為だと考えられる.

それぞれの群のタイプ別試行数を表２に示した.

なお, Ａ群���試行中, タイプⅠが���試行, タイ
プⅡが��試行であり, Ｂ群���試行中, タイプⅠ
が���試行, タイプⅡが��試行であった.
タイプⅠの試行数においてＡ群がＢ群に対して

有意に高い値を示し(������), タイプⅡの試行数
においてはＡ群がＢ群に対して有意に低い値を示

した(������). Ａ群のタイプⅠの試行数がＢ群の
試行数に対し有意に高かったのは, Ａ群の選手が

スタート地点から転がされたボールの角度とスピー

ドを観たことから, 自分がボールを蹴る瞬間まで

の時間を予測し, 目標者の動きを確認した後に,

どこにパスを出すのか, その出そうとする位置を

確認する余裕があると判断し, パスを出す方向と

なるゲートを観て, インサイドキックを行うこと

ができていた為だと考えられる. 対して, Ｂ群の

選手はスタート地点を越えたボールを観ても, 自

分がボールを蹴る瞬間までの時間を予測できない

試行が多く, 目標者を観ただけで, パスを出す方

向となるゲートを観ることができずに, 目標者が

移動するゲートを予測してインサイドキックを行

おうとした為だと考えられる.

パスを受ける場合, そのパスの角度やスピード

は様々である. ボールを見た時に自分のもとへボー

ルが到達する時間を予測することは, その時間内

に目標者だけでなく, パスを出す方向を観る余裕

があるという判断ができ, Ａ群の選手はその予測

し, 判断する能力が優れていたと考えられる.
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表２ タイプ別試行数

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

����±�����
＊����±����� ���±�����

＊����±�����
合計 ��� ���
(平均値±標準偏差) ＊������



�������������� 被験者が目標を注視していた時間

被験者が目標 (目標者, または目標となるゲー

ト) を注視していた時間の平均値を表３に示した.

Ａ群がＢ群に対してタイプⅠ, タイプⅡ共に有意

に低い値を示した (������). また, Ａ群Ｂ群共
にタイプⅡがタイプⅠに対して低い値を示し, Ａ

群においてはタイプⅡがタイプⅠに対して有意に

低い値を示した (������). Ａ群は, 目標者及び
ゲートを確認する時間がＢ群に比べ短く, 特に目

標者の動きを見極める時間が短い事が示唆された.

また, 成功時の平均値を表４に示した. 同様に

Ａ群がＢ群に対してタイプⅠ, タイプⅡともに有

意に低い値を示した (������). ここでもＡ群Ｂ
群共にタイプⅡがタイプⅠに対して低い値を示し,

Ａ群においてはタイプⅡがタイプⅠに対して有意

に低い値を示した (������). キック成功時にも
Ａ群が目標者の動きを確認する時間が短い事が示

唆され, 短い時間で状況を判断し, 正確なキック

を行えていると言える.

以上の事から, Ａ群である競技能力が高いと考

えられる選手ほど, 目標者の動きを短い時間で判

断し, 正確なインサイドキックを行っていること

が示唆された. また�タイプⅡがタイプⅠに比べ
低い値を示した事は, ゲートを視る時間がないた

め当然の事ながら, Ａ群においてのみ有意な差が

出た事は, 目標者の動きを短い時間で判断してい

る事を明らかにし, 目標者が移動するゲートを予

測, イメージして, ボールを正確にインサイドキッ

クで捉えていると言える.� ボールを蹴る前にボールを注視していた時間

被験者がボールを蹴る前にボールを注視してい

た時間の平均値を表５に示した. Ａ群がＢ群に対

して低い値を示した. また, Ａ群はタイプⅠ, タ

イプⅡで差がなかったが, Ｂ群はタイプⅠがタイ

プⅡに対して低い値を示した. Ａ群がＢ群に比べ,

ボールを注視する時間が短く, タイプⅠ, タイプ

Ⅱでも差がなかった事は, ボールを確認し, 一定

のリズムでボールを蹴れていたためと考えられる.

成功時の平均値を表６に示した. タイプⅠでは

Ａ群がＢ群に対して低い値を示したが, タイプⅡ

においてはＡ群とＢ群の間で差がなかった. また,

Ａ群はタイプⅠがタイプⅡに対して低い値を示し

たが, �群はタイプⅠ, タイプⅡで差がなかった.
成功時において�群は, タイプⅡではボールを注
視する時間が長くなっていた. 反対にゲートを確

認できているタイプⅠではボールを注視する時間

は短くなっていた. キックを正確に行うためには,

ボールをより注視する必要があるとも言える.

被験者がボールを蹴るまでにボールを注視して

いた時間において, 有意な差はなかったものの,

表５, 表６ともにＡ群がＢ群に対し成功時のタイ
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表３ 被験者が目標を注視していた時間
(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±�����
＊�����±����� ＊ �����±�����

＊�����±�����
(平均値±標準偏差) ＊������

表４ 被験者が目標を注視していた時間・成功時
(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±�����
＊�����±����� ＊ �����±�����

＊�����±�����
(平均値±標準偏差) ＊������

表５ ボールを蹴る前にボールを注視していた時間
(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±����������±����� �����±����������±�����
(平均値±標準偏差)

表６ ボールを蹴る前にボールを注視していた時間・
成功時

(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±����������±����� �����±����������±�����
(平均値±標準偏差)



プⅡを除き低い値を示した. Ａ群はボールを注視

してキックを行うまでに一定のリズムを持ってい

る事が伺えるが, Ｂ群は一定のリズムを持ってい

ない事が考えられる.

キックの成功時においては, Ａ群ではタイプⅠ

がボールを注視する時間が短く, タイプⅡでは時

間がかかっていた. 正確なキックを行うためには,

目標を確認できていない場合, ボールをより注視

し, 目標をイメージして蹴る必要があると考えら

れる.

しかしながら, Ｂ群では反対に, タイプⅡにお

いて成功したキックの方がボールを注視する時間

は短かった. Ｂ群については, ボールを注視する

時間よりも, キックの技術が影響を与えていると

も考えられ, 今後の更なる検討が必要と思われる｡� ボールがスタート地点を越えてから被験者が

蹴るまでの時間

ボールがスタート地点を越えてから被験者が蹴

るまでの時間の平均値を表７に示した. タイプⅠ,

タイプⅡ共にＡ群がＢ群に対して低い値を示した.

また, Ａ群, Ｂ群共に, タイプⅠがタイプⅡに対

して低い値を示した. Ａ群はＢ群に比べ, ボール

を蹴るまでの時間が短く, 向かってくるボールに

対して寄っている事が考えられる.

成功時の平均値を表８に示した. Ａ群がＢ群に

対して低い値を示した. また, Ａ群はタイプⅠが

タイプⅡに対して低い値を示したが, Ｂ群はタイ

プⅠ, タイプⅡの間で差がなかった. キックの成

功時にも同様の事が言える.

ボールが出されてから被験者が蹴るまでの時間

において, 表７, 表８ともにＡ群がＢ群に対して

低い値を示した. これは, Ａ群がＢ群に対してボー

ルがスタート地点を越えてから蹴る瞬間までにボー

ルに寄るという基本が行えているため時間が短く,

また, タイプⅡがタイプⅠに対し, 低い値を示し

たのは, タイプⅡのように目標者を観ることで,

目標者の移動するゲートを予測し, 予測した場所

にインサイドキックを行った方がタイプⅠよりも

ボールを蹴る瞬間までの時間が短いと言える.

現代のサッカーは限られた時間, 限られたスペー

スの中で行われるのが主流となっている��). たと
え僅かな時間であっても, 速く正確な判断をし,

ボールに寄ることでプレーにかかる時間を短くし,

少しでも速く行うことは, より高いレベルでサッ

カーを行う上で必要不可欠なことだと考えられる.

競技能力が高いと考えられるＡ群の選手は, Ｂ群

の選手と比べ自然とそのボールに寄り, 速くプレー

を正確に行うという習慣が身に付いているものと

考えられる.���������
成功率の平均値を表９に示した. トップチーム

に所属し競技力の高いとされるＡ群がＢ群に対し

て全試行, タイプⅠ, タイプⅡ共に高い値を示し

た. また, Ａ群はＢ群に対して全試行, タイプⅡ

で有意に高い値を示した (������). これはＡ群
が動いているボールを, 動く目標を観て判断した

ところへ正確にインサイドキックを行うことがで

きると考えられる.
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表７ ボールが出されてから被験者が蹴るまでの時間

(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±����������±����� �����±����������±�����
(平均値±標準偏差)

表８ ボールが出されてから被験者が蹴るまでの時間・
成功時

(sec)

タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

�����±����������±����� �����±����������±�����
(平均値±標準偏差)

表９ 成功率
(％)

トータル タイプⅠ タイプⅡ

Ａ群

Ｂ群

����±����
＊����±���� ����± ��������±����� ����±�����＊����±�����

(平均値±標準偏差) ＊������



また, Ａ群, Ｂ群ともにタイプⅠがタイプⅡに

対して高い値を示した. 動いているボールをワン

タッチでインサイドキックを行う際には, 目標者

だけでなく, そのパスを出す方向を見て行うこと

ができたら正確なパスが出来ると考えられる.

しかし, タイプⅡにおいてＡ群がＢ群に対して

有意に高い値を示したことは, Ａ群が目標者の動

きを観ることで, 移動する場所を予測し, そのパ

スを出す方向となるゲートを見なくても, 予測し

判断した場所へ正確なインサイドキックを行うこ

とが出来た為だと考えられる. また, 目標者の動

きを観てその動きから移動する場所を予測し, パ

スを出したとしても, そのパスが正確でなかった

ら得点を生み出すことはできないと考えられる.

それは, どんなに行うプレーを速くしたとしても,

正確なプレーができなければ攻撃には繋がらず,

パスを失敗して相手にボールを奪われてしまえば,

自チームの失点の可能性が増すことを意味してい

る.

サッカーの試合中においては一瞬でも同じ局面

がないといわれるように, ピッチ内を敵味方��名
が絶えず動いている. その動いている味方へ動い

ているボールをワンタッチで正確にパスをするこ

とは, 相手の守備が組織される前に攻撃に移るこ

とができ, 得点の機会に繋がる可能性が増えるこ

とを意味している１) ９). 以上のことから, 動いて

いるボールを動いている味方を観て, 判断したう

えで正確なパスを出すことができるのは, サッカー

の試合を優位に進める上で重要だと考えられる.����
本研究は男子大学サッカー選手を対象にインサ

イドキック時及びその前のプレーヤーの注視点を

測定し, インサイドキックの正確性と注視点との

関係を明らかにすることを目的とした. その結果,

パスを出す方向を観てインサイドキックを行うと

正確性は高くなることが明らかとなった.

また, 競技力の高い選手は, 以下の３点が優れ

ていた.

１. 自分に向かってくるボールを観て瞬時にボー

ルの角度とスピードを予測することができ

る.

２. 僅かな時間で情報を得て状況を判断するこ

とができる.

３. 目標者の動きを観て, イメージしたところ

へ正確に蹴ることができる.

正確なインサイドキックを行うことができるの

はパスを出す方向を観ることであるが, 高いレベ

ルでプレーするためには, 目標者の動きを予測し

てパスする方向をイメージし, 正確にインサイド

キックを行う能力が必要であると示唆された.��
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